
令和2年度歳入 16億9,429万円令和2年度歳出 12億6,483万円
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分担金
使用料及び手数料
国庫支出金
国庫補助金
繰越金
繰入金
諸収入
組合債 

組合各事業を行うにあたり、構成市町村に賦課(税金などを割り当てること)した収入です。
組合各施設を利用いただいた時の使用料や、各証明書の発行手数料です。
国が資金の使い道を特定して、地方公共団体に交付する支出金です。
国が特定の事業(循環型社会の形成など)を奨励するために、地方公共団体などに交付する補助金です。
前年度決算から繰り越された剰余金(残ったお金)です。
施設整備事業のために設置した基金（元手となる預金）からの繰入れです。
職員健康診断助成金、鉄くず・古紙類の売却代金などです。
施設整備事業のために組合が起こした借入金です。

議会費
総務管理費
監査委員費
清掃費
保健衛生費
災害復旧費
公債費
予備費

組合議会運営に用いられた費用です。
職員給与や衛生センターの運営に用いられた費用です。
組合監査委員(組合の財務や事業の監査を行う機関)の運営に用いられた費用です。
し尿処理施設、ごみ処理施設、埋立処理施設の管理・運営に用いられた費用です。
休日夜間急病診療所及び斎場の管理・運営に用いられた費用です。
被災した施設の復旧に用いられた費用です。
公債の償還(返却すること)や利子の支払いに用いられた費用です。
予見が難しい歳出予算の不足が生じた際に充てられる費用です。

令和2年度須賀川地方保健環境組合決算報告
令和2年度の須賀川地方保健環境組合決算について、以下のとおり報告いたします。

引き続き、適正な管理・運営に努めてまいります。

歳入
内訳の解説

歳出
内訳の解説

(歳出：清掃費内各施設処理費用（積立金・建設費等を除く）÷左表年間処理量で計算)

各施設の年間処理量（昨年度と比較） 各施設で１ｔあたりの処理に使われたお金（昨年度と比較）

自
主
財源

依存財源

国庫支出金
7,820万円（4.6%）

組合債
1,640万円（1.0%）

繰越金
4億2,818万円
（25.3%）

諸収入
4,118万円（2.4%）

繰入金
5,649万円
（3.3%）

使用料
及び手数料
8,452万円
（5.0%）

衛生費分担金 9億8,022万円（57.9%）
　うち須賀川市 7億9,994万円（47.2%）
　うち鏡石町 1億2,226万円（7.2%）
　うち天栄村 5,802万円（3.5%）

保健衛生費分担金 910万円（0.5%）
　うち須賀川市 801万円（0.5%）
　うち鏡石町 76万円（0.0%）
　うち天栄村 33万円（0.0%）

分担金及び負担金 9億8,932万円（58.4%）
清掃費 11億494万円（87.4%）
　うちし尿処理費 1億1,398万円（9.0%）
　うちごみ処理費 9億789万円（71.8%）
　うち埋立処理費 8,307万円（6.6%）

保健衛生費 6,899万円（5.4%）
　うち救急医療事業費 3,837万円（3.0%）
　うち斎場費 3,062万円（2.4%）

衛生費 11億7,393万円（92.8%）

総務管理費
8,155万円（6.5%）
監査委員費
19万円（0.0%）

総務費
8,174万円（6.5%）

公債費
601万円
（0.5%）

災害復旧費
282万円（0.2%）

予備費
0万円
（0.0%）

議会費
33万円
（0.0%）

1減容器  2減容器から排出される圧縮・減容された食品トレイ  3圧縮・減容されたペットボトル  4圧縮・減容されたペットボトルや食品トレイ
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皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
分
別
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
須
賀
川
地
方
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
お
り

ま
す
、可
燃
ご
み
や
不
燃
ご
み
の
処
理
に
お
い

て
、市
町
村
が
定
め
て
い
る
ご
み
分
別
表
の
と

お
り
の
分
別
が
行
わ
れ
て
い
な
い
ご
み
が
搬

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
を
あ
げ
ま
す
と
、可
燃
ご
み
と
し
て
収

集
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
電

池
な
ど
の
、可
燃
ご
み
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い

ご
み
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
本
来
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
で
き

る
資
源
ご
み
と
し
て
隔
週
で
、電
池
は
不
燃
ご

み
の
日
に
、そ
れ
ぞ
れ
回
収
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
可
燃
ご
み
以
外
の
ご
み
を
可
燃
ご

み
と
し
て
処
理
し
て
し
ま
う
と
、焼
却
炉
の
故

障
や
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
水
銀
な
ど
の
有
害
物

質
発
生
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
事
故
防
止
と
ご
み
減
量
の
た
め
に
も
、皆

様
に
は
引
き
続
き
、決
め
ら
れ
た
方
法
で
の
ご

み
の
排
出
に
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ごみの分別の徹底をお願いします！



　
平
成
27
年
１
月
に
総
務
省
か
ら「
統一的
な
基
準
」が
示
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、平
成
28
年
度
分
か
ら
、全
国
の
自
治
体
で
、新
た
な
財
務
書
類

の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。本
組
合
で
作
成
し
た
令
和
元
年
度
の

各
財
務
書
類
に
つ
い
て
、以
下
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

　令和元年度の当組合は、新ごみ処理施設建設事業費などにより、年度をまた
ぐ未払金（流動負債）が生じています。
　また、消費可能な資産（流動資産）よりも、新ごみ処理施設建設事業へ払い出
すための消費が多かったため、純資産の部において、余剰分（不足分）がマイナス
表記となっています。
　なお、新ごみ処理施設が完成したため、固定資産が増加しています。
※構成市町村民1人当たりの資産額 112,394円　負債額　33,776円
構成市町村人口 93,799人(令和2年3月31日時点の住民基本台帳)

　表内の「本年度末資金残高」と「本年度末歳計外現金残高」を合わせることで、
会計年度の現金預金残高がわかります。
　令和元年度の当組合は、業務活動収支及び投資活動収支でマイナスとなりました
が、前年度末資金残高がプラスであったため、資金収支の合計はプラスとなりました。
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❶貸借対照表
令和元年度末の時点で、組合が保有する資産と、負債・純資産について表
したものです。

財
務
書
類
の
公
表

令和
元年度

※固定資産…建物・工作物など、長期にわたり所有・使用する資産
※流動資産…現金預金など、短期間(1年以内)で現金に換えられる資産
※固定負債…返済が1年を超える負債
※流動負債…1年以内に返還または払出が必要な負債

資産の部

① 固定資産

  有形固定資産

  投資その他の資産

② 流動資産

  現金預金

１０５億４，２４４万円

１０３億５，３５４万円

１０１億１９万円

２億５，３３５万円

１億８，８９０万円

１億８，８９０万円

１０５億４，２４４万円資産合計

負債の部

① 固定負債

② 流動負債

　未払金

　預り金

純資産の部

① 固定資産等形成分

② 余剰分（不足分） 

３１億６，８１１万円

１１億９，８７０万円

１９億６，９４１万円

１９億６，８２５万円

１１６万円

７３億７，４３３万円

１０３億５，３５４万円

▲２９億７，９２１万円

１０５億４，２４４万円負債及び純資産合計

　当組合では、経常費用の多くを、各施設の維持補修費、減価償却費などの物件
費が、経常収益の多くを、各施設の使用料及び手数料が、それぞれ占めています。
　上記の表は、施設使用料などで回収する金額よりも、施設の維持補修などで支
出する金額のほうが多いことを示しています。
※構成市町村民一人当たりの行政コスト 15,685円

❷行政コスト計算書
令和元年度に、組合の行政サービスで生じたコストについて表したものです。

※経常費用…行政サービスを行うために毎会計年度必要となるコスト
※経常収益…行政サービスによって毎会計年度生じる収益

※業務活動収支…行政サービス活動によって生じた収支
※投資活動収支…固定資産や基金など、将来のための活動によって生じた収支
※財務活動収支…ごみ処理施設建設事業組合債など、資金調達によって生じた収支

① 経常費用

　人件費

　物件費等

　その他の業務費用

　補助金等

　その他

② 経常収益

　使用料及び手数料

　その他

③ 純経常行政コスト（②－①）

④ 臨時損益

純行政コスト

１６億４，７４４万円

１億１，５８９万円

１５億１，０８２万円

１，６６６万円

４００万円

７万円

１億８，４６２万円

１億２，９２７万円

５，５３５万円

▲１４億６，２８２万円

845万円

▲１４億７，１２７万円

　当組合の財源としては、分担金や国庫支出金が挙げられます。
　令和元年度の当組合では、純行政コストに対して財源が不足する状態でした
が、前年度までの残高により、全額を賄うことができました。

❸純資産変動計算書
貸借対照表内の純資産について、令和元年度中の変動を表します。

① 前年度末純資産残高

② 純行政コスト

③ 財源

　税収等

　国県等補助金

④ 本年度純資産変動額（②＋③）

⑤ その他変動額

本年度末純資産残高（①＋④＋⑤）

７９億３７８万円

▲１４億７，１２７万円

９億４，１８２万円

８億４，３９０万円

９，７９２万円

▲５億２，９４５万円

０万円

７３億７，４３３万円

❹資金収支計算書
令和元年度の収入と支出を明確にするためのものです。
年度内に行われた資金の動きがすべて記されています。

① 本年度資金収支額

　Ａ 業務活動収支

　Ｂ 投資活動収支

　Ｃ 財務活動収支

② 前年度末資金残高

③ 本年度末資金残高（①＋②）

④ 本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高（③＋④）

▲３億２６０万円

▲８，６７０万円

▲２億３，０００万円

１，４１０万円

４億９，０３４万円

１億８，７７４万円

１１６万円

１億８，８９０万円

❹中の各活動収支の内訳

Ａ 業務活動

支出

　人件費支出

　物件費等支出

　補助金等支出

　その他の支出

　災害復旧事業費支出     

収入

　税収等収入

　国県等補助金収入

　使用料及び手数料収入

　その他の収入

▲８，６７０万円

１２億１，３１４万円

１億１，５８９万円

１０億６，７８４万円

４００万円

１，６７３万円

８６８万円

１１億２，６４４万円

８億４，３９０万円

９，７９２万円

１億２，９２７万円

５，５３５万円

Ｂ 投資活動

支出

　基金積立金支出

収入

　基金取崩収入

▲２億３，０００万円

２億３，０００万円

２億３，０００万円

０万円

０万円

Ｃ 財務活動

財務活動支出

財務活動収入

１，４１０万円

０万円

１，４１０万円


